
2004.09.30-中嶋嶺雄学長に聞く-国際教養大　開学から半年(『毎日新聞秋田地方版』)

全
国
初
の
公
立
大
学
法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
国
際
教
養
大
（
雄
和
町）

は
叩
月
1
目、
開
学
か
ち
半
年
を
迎
え
る。
授
業
は
すべ
て
英
語
で
行
い、
全

学
生
に
1
年
間
の
海
外
留
学
を
義
務
づ
け
る
な
ど、
実
践
的
な
英
語
を
身
に
つ

国
際
教
養
大

開
学
か
ら
半
年

け
さ
せ
る
た
め
の
独
自
の
カ
リ
キュ
ラ
ム
が
注
目
さ
れ
る。
生
徒
た
ち
の
英
語

力
は
ど
の
程
度
向
上
し
て
い
る
の
か。
中
嶋
嶺
雄
学
長
に
半
年
間
の
手
応
え
と、

今
後
の
展
望
な
ど
を
聞
い
た。

【
聞
き
手・
福
永
方
人】

学生の英語の上達ぶりをう
れしそうに話す中嶋学長

中嶋嶺雄学長に聞く

｜｜
学
生
の
様
子
は0

・
英
語
力
が
驚
異
的
に
伸

び
て
い
る。
T
O
E
F
L（
英

語
を
母
国
語
と
し
な
い
人
々

の
英
語
力
を
測
る
テ
ス
ト。

ペ
ーパ
ー
形
式
は
6
7
7
点

満
点）
の
平
均
点
が
半
年
で

幻
点
上
が
り、
5
0
0
点
を

超
え
た。
1
0
0
点
以
上
伸

び
た
生
徒
も
い
る。
イ
ラ
ク

戦
争
や
環
境
問
題
な
ど
に
つ

い
て
英
語
で
議
論
も
で
き

る。
4
年
間
い
け
ば、
す
ご

い
力
が
つ
く
だ
ろ
う。

｜｜
課
題、
問
題
点
は0

・ハ
l
ド
面
の
問
題
が
大

き
い。
図
書
館
や
寮
の
規
模

な
ど
設
備
が
不
十
分
な
ほ

か、
ア
ク
セ
ス
も
悪
い。
2

学べる外国語数や
留学先増やしたい

年
後
く
ら
い
に
は
キャ
ンパ

ス
を
改
修
し
て
大
き
く
し、

定
員
を
増
や
し
た
い。
そ
の

方
が
費
用
対
効
果
な
ど
の
点

で
有
効。
ま
た、
職
員
の
増

員
も
必
要。
職
員
の
英
語
力

は
非
常
に
高
い
が、
み
ん
な

過
労
で
大
変だ
か
ら。

｜｜
今
後
の
新
た
な
取
り

組
み
と
展
望
は。

－
韓
国
語、
ロ
シ
ア
語
な

ど
も
学
べ
る
よ
う
に
し
た

い。
留
学
先
も
増
や
し
て
い

く
予
定
で、
最
近
は
モ
ン
ゴ

ル
人
文
大
学
と
協
定
を
結
ん

だ。
ま
た
将
来、
英
語
の
教

員
を
養
成
す
る
専
門
職
大
学

院
の
設
置
や、
世
界
の
舞
台

で
活
躍
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手

を
集
め
て
英
語
を
教
え
る
取

り
組
み
も
検
討
し
た
い。

来
年
以
降、
秋
田
市
内
で
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社
会
人
ら
を
対
象
に
し
た
常

設
的
な
サ
テ
ラ
イ
ト
講
座
を

始
め
る
予
定
で、
い
ず
れ
は

東
京
な
ど
で
も
聞
き
た
い。

長
期
的
に
は、
住
民
と
協
力

し
て
こ
の
地
域
が
国
際
的
な

発
信・
受
信
の
基
地
と
な
る

「
知
の
拠
点」
を
目
指
すo

l－－
日
本
の
大
学
は
ど
う

あ
るべ
き
か。

A’
こ
れ
か
ら
は
ソ
フ
ト、

ア
イ
デ
ア
の
時
代。
設
備
の

充
実
度
な
ど
よ
り
カ
リ
キュ

ラ
ム
や
教
員
の
能
力
な
ど、

教
育
の
中
身
が
間
わ
れ
る。

県
外
の
大
学
関
係
者
の
評
価

も
高
く、
文
科
省
の
「
現
代

的
教
育ニ
l
ズ
取
組
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム」
に
も
採
択
さ
れ

た。
今
後、
大
学
改
革
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
影
響
を

与
え
ら
れ
る
と
思
う。


